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・平成24年10月1日に持株会社「札幌北洋ホールディングス」と「北洋銀行」は「北洋銀行」を存続会社として合併いたしました。
なお、本資料の第2四半期（中間期）決算までの「連結」に関する計数は「札幌北洋ホールディングス」の数値を表記しております。
・「北洋銀行」と「札幌銀行」は平成20年10月14日に「北洋銀行」を存続会社として合併しました。合併以前の「単体」に関する計数は、特に
ことわりのない場合、北洋・札幌両行単体計数の合計値を計上しております。
・資料には当行グループの将来の業績、経営目標などに関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を保証するものではなく、
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は経営環境の変化などにより、予想と異なる結果となる可能性があることにご留意ください。
・当行以外の金融機関に関する情報は一般に公知の情報に依拠しております。
・表示金額は特にことわりのない場合、表示金額未満を切り捨てております。
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1.北洋銀行のプロフィール

(1) 北洋銀行の概要
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札幌北洋グループ

北洋銀行の沿革

大正6年
（1917年）

昭和25年
（1950年）

昭和26年
（1951年）

平成元年
（1989年）

平成3年
（1991年）

平成10年
（1998年）

平成13年
（2001年）

平成20年
（2008年）

平成23年
（2011年）

平成24年
（2012年）

創立

札幌証券取引所上場

北洋相互銀行に商号変更

普通銀行に転換
北洋銀行に商号変更
東京証券取引所第二部上場

東京証券取引所第一部上場

北海道拓殖銀行より
営業譲り受け

株式移転による札幌銀行との共同
持株会社(札幌北洋ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ)設
立、東証一部・札証上場

札幌銀行と合併

本店移転

札幌北洋ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽと合併
東証一部・札証上場



1.北洋銀行のプロフィール

(2) 経営理念
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〈北洋銀行の経営理念〉

北海道の洋々たる発展の礎となる銀行

●お取引先に良質なサービスを提供し、
お客様と共に発展する。
●企業価値の増大を図り、株主と市場か
ら高い信認を得る。
●職員がその能力を十分に発揮できる働
きがいのある職場をつくる。

〈札幌北洋グループの経営理念〉
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1.北洋銀行のプロフィール

(3) 北洋銀行の位置づけ
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預金等（平成25年3月末）

貸出金（平成25年3月末）

預金等

貸出金

 預金等（預金＋譲渡性預金）は
7.17兆円で、全国の地域銀行中
9番目の規模となっておりま
す。

 貸出金は5.58兆円で、全国の地
域銀行中8番目の規模となって
おります。

（出所）全国銀行協会、各行決算説明資料
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1.北洋銀行のプロフィール

(4) 北海道における北洋銀行①

信金
18.1%

農協・漁

協等
18.2%

その他
4.5% 北洋銀行

19.3%

他行
（含む郵貯）

39.9%

預金の道内シェア（H25.3期）

「他行」は道内に本支店のある21行とゆうちょ銀行の合計
「農協・漁協等」は信用農業協同組合連合会、農業協同組合、信用漁業協同組合連合会、漁業協同組合の合計
「その他」は信用組合、労働金庫、商工中金

 道内預貯金36.5兆円（H25.3期）のうち、北洋銀行のシェアは約2割となっております。

預金量と道内シェアの推移

6.41 6.72 6.73 6.97 7.06

19.3%

18.0%

18.5%

19.0%

19.5%

20.0%

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H21.3期 H22.3期 H23.3期 H24.3期 H25.3期

預金量 道内シェア（兆円）
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1.北洋銀行のプロフィール

(5) 北海道における北洋銀行②

貸出金の道内シェア（H25.3期）

「他行」は道内に本支店のある21行の合計
「農協・漁協等」は信用農業協同組合連合会、農業協同組合、信用漁業協同組合連合会、漁業協同組合の合計
「政府系」は日本政策金融公庫、日本政策投資銀行、住宅金融支援機構 「その他」は信用組合、労働金庫、商工中金

 道内貸出金17.0兆円（H25.3期）のうち、北洋銀行のシェアは約3割となっております。

主体別貸出金と道内シェアの推移

信金
17.8%

農協・

漁協等
9.7%

政府系
9.4%

その他
7.4%

北洋銀行
29.7%

他行
26.0% 2.26

1.64

1.15

23.0%

24.0%

25.0%

26.0%

27.0%

28.0%

29.0%

30.0%

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

H21.3期 H22.3期 H23.3期 H24.3期 H25.3期

事業者向け 個人向け

地公体向け 道内シェア

（兆円）

5.06
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2.業績の推移と予想

(1) 2013年度の業績予想

383
373

▲78
▲133▲112

▲60

193 180

▲200

▲100

0

100

200

300

400

H25.3期（決算） H26.3期（予想）

連結コア業務純益

信用コスト

法人税等（調整額含む）、有価証券関係損益ほか

連結当期純利益

（億円）

・・一般事業法人の「営業利益」に相当

・・貸倒れに備えた引当金や貸倒れ損失などのコスト

平成26年3月期業績予想

連結コア業務純益は、貸出利回り
低下により貸出金利息収入が減少
するなか、経費削減等に取り組
み、ほぼ前期並みの373億円を見込
んでおります。

連結当期純利益は、信用コストを
保守的に見積もっており、前年比
13億円減益となる180億円を予想
しております。

保守的に見積もり

やや減益を予想

※

※その他経常損益、特別損益を含みます。
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2.業績の推移と予想

(2) 不良債権の状況

1,428 1,451 1,462 1,384 1,379 
1,199 

2.91% 2.88% 2.75% 2.61% 2.50%
2.09%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

H20.3期 H21.3期 H22.3期 H23.3期 H24.3期 H25.3期

金融再生法開示債権残高 同 比率

（億円）

当行単体の金融再生法開示債権額・比率（いずれも部分直接償却後）

当行の不良債権（金融再生法開示債権）の比率は上位地方銀行の平均的な水準を
下回っております。
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2.業績の推移と予想

(3) 自己資本比率の推移

9.27%

9.76%

10.52%

10.99%
11.30%

11.70%

8%

9%

10%

11%

12%

H20.3期 H21.3期 H22.3期 H23.3期 H24.3期 H25.3期

連結自己資本比率の推移

平成25年3月期の連結自己資本比率は11.70%となりました。
引き続き着実な利益の積み上げにより、自己資本の充実を図ってまいります。
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2.業績の推移と予想

(4) 公的資金の一部返済

306 

109 

230 

159 
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900

H22.3期 H23.3期 H24.3期 H25.3期

利益剰余金増加額

415

645

805

平成21年4月以降の単体利益剰余金積み上げ状況公的資金の注入と一部返済

（億円）

（公的資金の返済原資）

平成21年3月
公的資金（優先株式）1,000億円注入

平成25年7月
公的資金300億円を返済

H25.3期までに
805億円の利益積み上げ

公的資金一部返済後も、十分な自己資本比率を確保できる見通しです。
引き続き着実な利益の積み上げにより、早期の公的資金返済を目指します。
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3.商品とサービスの展開

(1) 個人のお客さまとのお取引①

cloverカードで広がる、個人のお客さまとのお取引

キャッシュ
カード

クレジット
カード

一枚に！

195 275 
488 

626 668 700 734 

0
100
200
300
400
500
600
700
800

H20.3期 H21.3期 H22.3期 H23.3期 H24.3期 H25.3期 H26.3期
（予想）

（千人） clover会員数の推移

「cloverトドック」（コープさっぽろとの提携カード）

「clover Kitaca」（JR北海道乗車券ICカード機能付き）

「cloverSAPICA」（札幌市内交通乗車券ICカード機能付き）

会員数314千人
（H25.3期）

地方銀行としては
全国最大規模

cloverカードを軸とした
お取引の広がり

公共料金
お支払

給与
振り込み

総合口座
定期預金

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
バンキング
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3.商品とサービスの展開

(2) 個人のお客さまとのお取引②

ローンのご相談・・・生涯のパートナー

住宅ローン・アパートローン 目的別ローン

フリーローン

カードローン

急な出費にも安心の1枚
北洋銀行のATMで使えるカードローン
申込・契約とも来店不要

お車の購入、教育資金、リフォーム
などに対応「北洋ライフプラスローン」

ご旅行、家電購入、ブライダルなど
お使い道確認資料が不要のローン

北洋銀行本支店でお取り扱いしているほ
か、インターネットでも《事前審査》の
お申込みができます。

住宅の新築、ご購入、リフォー
ム、お借換えなど、様々なお客さ
まのニーズにお応えします

北洋銀行本支店でお取り扱い。

また、全道23か所のローンプラザでは、
住宅資金に精通したスタッフがお客様の
住宅取得のご相談をお受けいたします。

※金利・商品内容は平成25年7月15日現在のものです。
今後予告なく変更される場合があります。



12

3.商品とサービスの展開

(3) 個人のお客さまとのお取引③

資産運用のご相談

お客様

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ
プランナー

証券
保険業
経験者

多彩な
商品
ﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ

各種
セミナーの
開催

営業店
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ課

専担者

25

158

237

0

50

100

150

200

250

H23.3期 H24.3期 H25.3期

資産運用相談専担者の推移
（人）

資産運用の専担者を増強し、
きめ細かなサポートを実施。

資産運用を専門にお取り扱いする
「コンサルティング課」を40か店に設置

3,602 3,571 3,352 

1,744 1,458 1,491 

706 
2,791 3,447 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

H20.3期 H21.3期 H22.3期 H23.3期 H24.3期 H25.3期
公共債 投資信託 保険商品（販売累計）

（億円） 預り資産残高の推移

6,053

7,821 8,291
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3.商品とサービスの展開

(4) 法人のお客さまとのお取引①

成長分野への支援

ほくよう成長基盤強化ファンド「飛翔（はばたき）」
半期ごとの実行額

34

32

17
13

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180

H22下期 H23上期 H23下期 H24上期 H24下期

その他 医療福祉 環境 農林水産・食

（億円）

実行累計額 575億円

青函圏（青森・函館）支援

地域の強みを活かした
成長産業への支援

医療福祉
食
農業

再生可能
エネルギー観光

北海道新幹線の開業に向けて

青森銀行と連携協定
（平成24年12月）

「青函産業振興室」設置
（平成25年4月）

充実のコンサルティング機能

法人のお客さまの事業を
さまざまな角度から支援

商談会の
開催

ビジネス
マッチング

経営改善
支援

技術支援

事業承継
M&A

プロジェクト
ファイナンス
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3.商品とサービスの展開

(5) 法人のお客さまとのお取引②

川上（農業） 川中（食品加工・中食等） 川下（外食・流通）

各種商談会食のプロダクト・デザイン事業（FPD）

H24年度・東京開催の実績

出展企業・団体 140 社
来場バイヤー 4,200 名
海外バイヤー招聘

川中の支援ツール
商品ブラッシュアップ Brush up！

食の専門家のアドバイス

川中から川下への支援ツール

セールスサポート

バイヤーの声をフィードバック

インフォメーションバザール

首都圏最大規模の
北海道産食品商談会

例：有機栽培ぶどうのジュース

当初⇒1,260円/300ml
ブラッシュアップ後⇒609円/100ml
（デザインも変更）

三越の
秋のｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
商品に採用

○フードビジネスへの支援例
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3.商品とサービスの展開

(6) 法人のお客さまとのお取引③

海外ビジネスへの支援

拠点／職員派遣先 提携先

北海道サハリン事務所
（職員派遣）

大連駐在員事務所

上海駐在員事務所

バンコック銀行
（職員派遣）

JETRO
シンガポール事務所
（職員派遣）

大連銀行
（提携）

インドステイト銀行
（提携）

バンコック銀行
（提携）

ﾊﾞﾝｸﾈｶﾞﾗｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
（提携）

中国に加え、タイなどアジア諸国とのビジネスマッチングや
観光客誘致を強化しております。

ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞｵｰﾊﾞｰｼｰｽﾞ銀行（提携）

メトロポリタン銀行
（提携）
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4.CSR(企業の社会的責任)への取組み

(1) 環境への取組み① ほっくー基金

お客さま

北洋銀行

ほ
っ
く
ー
定
期
預
金
申
込

専
用
通
帳
の
発
行

満期案内不発行等
による間接的な拠出

（お預入れ1件につき50円）

基準日残高の
0.01%相当額を

拠出

ほ
っ
く
ー
基
金

選定協議会
北海道

北海道環境財団
日本動物園水族館協会

北洋銀行

使途明確化
公平性・透明性確保

寄付 北海道の
希少生物保護

ほっくー定期預金を通じた取り組み

寄付の実績

平成22年度

平成23年度

平成24年度

札幌市円山動物園、旭山動物園、おびひろ動物園、釧路市動物園

ユウパリコザクラの会、黒松内町、釧路市動物園（継続支援）

尻別川の未来を考えるオビラメの会、辻井達一ラムサール湿地基金、北海道大学植物園
NPO法人サロベツエコネットワーク、猛禽類医学研究所、釧路市動物園（継続支援）
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4.CSR(企業の社会的責任)への取組み

(2) 環境への取組み② ローン・ご融資

環境に配慮した皆さまの活動を支援するローン

エコカーローン エコリフォーム金利割引

新車の購入資金および
購入に伴う費用

法人のお客さまへのご融資

（リフォームローン）

ほくよう成長基盤強化ファンド「飛翔（はばたき）」

再生可能エネルギー融資を通じた取り組み

環境配慮型企業向け私募債（北洋エコボンド）

108
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200

H22年度 H23年度 H24年度

北洋エコボンド取扱実績（億円）
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5.株主への還元など

(1) 株価の状況

平成24年10月1日の終値を100とした指数による単純比較
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5.株主への還元など

(2) 配当方針等

当行は公的資金による国の資本参加を得ており、自己資本の一層の充実による公的資金

の早期返済が重要な経営課題となっております。よって平成25年3月期期末配当は当初公表
通り、1株あたり1.5円（通期で年間3円）の配当といたしました。

一方、平成25年7月に公的資金一部返済（簿価ベースで300億円返済）を実施したことか
ら、公的資金に対する配当負担が年間約4億円減少いたしましたので、これを原資の一部と
して、普通株主の皆さまへの還元を強化すべく、平成26年3月期は2円増配の年間5円配当
（中間2.5円・期末2.5円）とする予定です。

平成25年3月期 平成26年3月期（予定）
中間 期末 年間 中間 期末 年間

配当金
（1株あたり） 1.5円 1.5円 3.0円 2.5円 2.5円 5.0円

今後も着実に当期純利益を確保し、内部留保の積み上げを図りながら、環境が整えば、

株主の皆様への利益還元を極力図って参りたいと考えております。


